
文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て

［
日

次

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

は
じ
め
に

一
、
文
選
訓
読
に
お
け
る
諸
注
の
利
用

二
、
文
選
訓
読
に
お
け
る
文
選
集
注
の
利
用

三
、
文
速
読
の
成
立

お
わ
り
に

は
じ
め
に

漢
籍
の
訓
読
は
、
そ
の
漢
籍
の
正
文
に
対
し
て
作
成
せ
ら
れ
た
主
と
し
て
唐
土
の
注
に
依
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
大
略
で
あ
る
。
漢
籍
も
そ
の
内

容
に
よ
り
、
経
書
と
史
書
等
と
で
は
行
わ
れ
る
注
釈
活
動
も
異
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、
新
出
の
書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
院
政
期
点
を

主
と
し
て
、
文
選
の
訓
読
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
選
訓
読
の
歴
史
は
古
く
、
令
の
記
載
に
も

〇
九
進
士
。
乱
1
時
酎
墾
墾
即
膀
娼
㌔
綱
紀
媚
棚
離
讐
重
文
運
上
秩
七
帖
謡
頓
約
諾
壁
画
雅
三
帖
。
其
策
文
詞
順
序
。
義
理
憧
当
。
井

ノ
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ヒ
ツ
イ
テ
ヽ
　
　
　
　
　
カ
ナ
ヒ
　
レ
ラ
ム
　
テ

セ

ラ

ハ

　

　

ヨ

　

ト

帖
過
　
者
為
r
通
。
（
令
義
解
・
考
課
令
）

と
あ
る
如
く
、
既
に
令
の
規
定
に
よ
っ
て
官
吏
登
用
の
試
験
に
文
選
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
令
制
の
大
学
寮
に
お
い
て
、
実
際
に
文
選

（1）

は
学
ば
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
平
安
時
代
と
な
っ
て
、
紀
伝
道
の
確
立
と
共
に
、
文
選
は
大
学
寮
で
の
講
説
の
対
象
と
し
て
定
め
ら
れ
、
学
ば
れ
る

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
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（2）

事
と
な
る
。
平
安
初
期
の
訓
説
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
師
説
も
文
選
に
つ
い
て
の
も
の
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
盛
ん
に
訓
読

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

文
速
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
日
本
国
見
在
書
目
録
に

○
文
選
基
削
太
文
選
六
十
巻
餅
尊
　
～
ミ
砂
六
十
九
監
　
く
く
く
州
　
～
三
音
義
十
か
着
　
き
音
決
十
激
、
－
音
義
十
霊
　
ミ
ミ
て
ミ
十

三
離
恵
＋
、
＼
く
抄
韻
一
小
文
選
九

と
あ
り
、
諸
注
の
名
称
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
古
く
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
諸
注
に
、
五
臣
注
文
選
と
集
注
本
文
選
と
が
あ
る
。

前
者
は
、
天
理
図
書
館
に
院
政
初
期
点
と
考
え
ら
れ
る
巻
第
二
十
が
伝
え
ら
れ
、
後
者
は
平
安
中
期
写
と
考
え
ら
れ
る
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
古
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
九
条
本
文
選
に
引
用
さ
れ
た
注
文
・
案
語
等
に
も
認
め
ら
れ
、
猿
投

神
社
蔵
正
安
本
文
選
の
師
説

ヽ

　

ヽ

○
師
説
集
注
元
」
罪
字
有
異
」
本

な
ど
か
ら
、
集
注
に
つ
い
て
は
平
安
初
期
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
た
注
釈
書
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
日
本
国
見
在
書
目
録
に
記
載

さ
れ
た
諸
注
と
共
に
実
際
の
訓
読
の
場
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
注
釈
書
が
用
い
ら
れ
た
か
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

九
条
本
文
選
に
引
用
さ
れ
た
諸
注
は
、

○
善
日
毛
詩
序
」
日
詩
有
大
義
」
焉
二
日
臆
（
巻
常
二
・
両
都
斌
序
・
上
欄
）

○
済
日
高
祖
入
」
秦
五
星
衆
」
於
東
井
也
（
巻
罪
一
・
西
都
賦
・
上
欄
）

の
如
く
李
善
注
・
五
臣
注
を
は
じ
め

〇
秒
云
寡
入
着
」
諸
侯
謙
構
」
猶
言
寡
薄
」
之
人
也
（
巻
第
七
・
風
戚
・
上
欄
）

○
陸
日
番
休
馬
」
番
次
而
原
休
」
也
（
巻
第
十
九
・
求
通
親
ミ
表
・
上
欄
）

な
ど
、
文
選
紗
・
陸
善
経
の
注
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
注
と
文
選
音
決
と
を
含
め
て
、
い
ず
れ
も
集
注
に
登
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ



ら
に
、
○
集
今
案
越
」
下
有
欲
得
」
二
字
又
占
作
」
長
（
巻
第
十
九
・
薦
禰
衡
表
・
上
欄
）

○
集
案
紗
決
」
陳
間
作
冒
」
陳
也
異
本
」
作
胃
聞
劣
」
異
本
作
陳
」
聞
爵
正
本
（
巻
・
十
九
・
求
通
親
ミ
表
・
上
欄
）

の
如
く
、
集
注
の
案
語
を
引
用
し
て
い
る
事
な
ど
を
考
慮
す
す
と
、
文
選
の
訓
読
に
お
い
て
果
し
た
集
注
の
役
割
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
存

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九
条
本
文
選
に
は
、
正
文
の
校
異
を
、
李
善
本
・
五
臣
本
と
対
校
し
た
結
果
と
し
て
示
し
た
部
分
が
存
し
、
正
文
に
つ
い
て
は
、
集
注
の
案
語

等
の
他
、
李
善
本
・
五
臣
本
が
単
独
に
用
い
ら
れ
て
対
校
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
訓
読
の
場
に
お
い
て
、

ど
れ
ほ
ど
集
注
以
外
の
注
釈
書
が
単
独
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
明
ら
か
に
為
し
難
い
点
が
多
く
あ
る
。

（3）

書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
院
政
期
点
は
、
朱
墨
の
訓
点
の
他
に
、
角
筆
の
訓
点
が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
近
年
山
崎
誠
氏
に
よ
り
公
表
せ
ら
れ
た
。

書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
は
、
東
京
威
・
南
都
賦
二
二
都
臆
序
・
萄
都
底
が
遺
存
し
て
い
る
。
集
注
本
文
遠
の
伝
存
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
巻

第
八
が
三
都
戚
序
・
萄
都
膿
を
登
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
両
者
を
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
書
陵
部
蔵
文
選

巻
第
二
と
集
注
本
文
選
巻
第
八
と
が
重
な
る
三
都
戚
序
・
萄
都
膿
を
中
心
と
し
て
、
文
選
の
訓
読
と
諸
注
の
利
用
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す

る
。

「
文
選
訓
読
に
お
け
る
諸
注
の
利
用

文
選
正
文
の
実
際
に
行
わ
れ
た
訓
読
と
、
そ
の
訓
読
の
背
景
と
な
る
注
釈
書
の
利
用
を
、
書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
を
中
心
と
し
て
考
察
を
加
え

る
こ
と
と
す
る
。

ヲ
サ
メ
た
る
こ
と
セ
（
平
）
ニ
（
平
）
ツ
ラ
（
平
）
を
九
両
反
　
　
に
シ
て

○
滅
　
　
　
観
　
　
　
　
　
、
。
輿
去
）
－
万
　
（
上
欄
、
セ
．
（
平
）
ツ
．
（
平
）
ラ
．
（
乎
）
／
セ
．
（
平
）
ツ
．
（
平
〉
ナ
．
〈
平
）
）
（
4
6
1
）

銭
斑
也

と
あ
る
「
鏡
」
の
注
を
、
文
選
集
注
に
よ
っ
て
検
索
す
る
と
、

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
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○
劉
達
日
銀
銭
貰
也
食
貨
志
日
戒
観
千
万

〇
音
決
鏡
居
両
反

の
二
条
が
該
当
す
る
。
劉
達
注
は
李
善
注
・
五
臣
注
等
に
先
行
し
て
萄
都
膿
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
「
銭
」
に
対
す
る
訓
「
セ
ニ
ッ
ラ
」
、
又
、
上

欄
の
「
セ
ツ
ラ
・
セ
ツ
ナ
」
は
、
こ
の
注
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
左
傍
「
銭
貫
也
」
の
音
大
注
も
劉
達
注
を
出
典
と
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
文
選
音
決
に
反
切
注
が
存
す
る
も
の
の
、
李
善
注
を
は
じ
め
、
文
選
砂
、
五
臣
注
、
陸
善
経
注
に
は
「
鏡
」

字
の
注
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、

カ
ム
カ
フ
レ
は
を
　
　
　
に
　
　
　
た
る
こ
と
　
　
　
　
如
両
反
　
　
カ
ム
カ
フ
レ
は
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
た
る
こ
と
　
　
　
に

○
弾
）
　
之
英
夫
、
則
生
、
非
其
瑠
（
上
）
。
校
　
　
之
神
－
物
則
、
錘
　
非
其
所
。
（
聖

と
訓
読
さ
れ
た
「
校
」
字
に
つ
い
て
文
選
集
注
を
検
索
す
る
と
、

○
李
善
日
王
逸
楚
餅
注
目
考
校
也

○
音
決
校
古
孝
反

が
存
す
る
。
李
善
注
は
王
逸
の
楚
辞
注
を
引
用
し
て
注
と
し
た
も
の
で
、
書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
の
訓
は
こ
の
李
善
注
に
依
っ
て
案
ぜ
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

メ

ヒ

カ

リ

を

　

　

　

U

O
火
井
、
況
焚
　
於
幽
泉
、
（
禦

光
也

と
訓
読
さ
れ
た
「
焚
」
字
訓
も
、
文
選
集
注
に
は
、

○
李
善
日
展
雅
日
焚
光
也

○
音
決
発
音
適

と
あ
る
李
善
注
出
自
の
訓
で
あ
ろ
う
と
理
解
さ
れ
る
。
右
の
句
を
含
む
一
節
に
つ
い
て
文
選
集
注
に
は
、
到
達
注
、
文
選
砂
、
五
臣
注
が
見
え
て

い
る
が
、
当
該
字
の
注
は
右
掲
二
条
の
み
で
あ
る
。
又
、
当
該
字
左
傍
音
大
注
「
光
也
」
も
、
李
善
注
を
出
典
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら



れ
る
。李
善
注
の
一
つ
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
典
拠
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
右
拓
の
如
く
王
逸
楚
辞
注
や
広
雅
等
を
引
用
し
て
、

そ
れ
に
基
づ
き
注
釈
を
加
え
る
と
い
う
方
式
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
に
は
、

キ

　

カ

タ

の

　

　

タ

グ

ヒ

　

　

　

タ

、

　

　

オ

イ

テ

ノ

ミ

に

　

レ

に

〇
着
斯
之
類
、
匪
膏
、
干
　
　
弦
。
（
讐

と
あ
る
正
文
に
対
し
て
、

○
李
善
日
立
此
也
此
催
偶
珍
惟
也
斯
珍
惟
之
流
弗
膏
如
此
言
尚
多
也
尚
書
日
不
膏
自
其
口
出

の
如
く
、
尚
書
の
引
用
ま
で
は
、
李
善
が
白
か
ら
注
す
る
と
い
う
例
も
存
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施
注
は
比
較
的
に
少
な
い
。
先
に
掲
げ

た
よ
う
な
王
逸
楚
辞
注
や
広
雅
の
如
き
場
合
は
、
李
善
注
が
引
用
し
た
注
文
そ
の
も
の
を
、
直
接
に
案
じ
て
訓
読
に
利
用
す
る
と
い
う
直
接
関
係

で
利
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
が
、
李
善
注
の
中
に
は
、
正
文
の
当
該
語
句
を
注
す
る
の
に
、
他
の
詩
文
中
に
使
用
さ
れ
た
そ
の
当
該
語
句

を
含
む
一
旬
を
引
用
し
て
注
と
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
の
李
善
注
の
案
じ
ら
れ
方
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、

て

は

　

の

　

た

る

を

○
見
縁
竹
掃
く
　
　
　
　
　
、

ト
サ
カ
ナ
ル
ヲ
又
ウ
ル
ワ
シ
キ

に
対
し
て
文
選
集
注
に
は
、

則
、
如
‰
勉
学
喝
の
於
六
灰
之
0
産
（
上
当
。
（
讐

ナ

リ

ト

イ

フ

コ

ト

ヲ

○
李
善
日
毛
詩
荷
風
日
階
彼
洪
奥
緑
竹
狩
く

〇
秒
日
詩
停
日
襖
探
隈
也
緑
王
弟
竹
荒
事
也
狩
ミ
美
盛
也

○
音
決
椅
於
宜
反
襖
於
六
反

の
如
き
注
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
書
陵
部
蔵
文
選
の
「
椅
上
の
訓
読
は
大
別
二
様
が
存
す
る
。
文
選
妙
の
引
用
す
る
毛
芸
伝
の
「
椅
く
芙
盛
也
」

の
注
は
、
書
陵
部
蔵
文
選
の
左
傍
訓
の
文
速
読
の
訓
と
対
応
し
そ
う
で
あ
る
が
、
後
に
論
述
す
る
如
く
、
文
通
読
を
形
成
す
る
形
態
の
注
で
は
な

い
。
例
え
ば
、

○
狩
猪
美
盛
貌
　
（
重
粟
宋
本
毛
詩
注
疏
）

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
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一
二
二

と
し
た
毛
芸
伝
の
形
態
の
注
な
ら
ば
、
文
速
読
が
成
立
す
る
。
文
選
集
注
に
掲
げ
ら
れ
た
文
選
妙
の
右
の
例
が
、
文
選
紗
本
来
の
毛
芸
伝
の
誤
引

な
の
か
、
又
は
、
文
選
集
注
の
伝
写
過
程
に
お
け
る
誤
字
な
の
か
に
依
り
か
な
り
事
情
は
異
な
る
が
、
現
存
の
文
選
集
注
に
お
け
る
文
選
紗
の
形

態
の
注
が
本
邦
に
伝
え
ら
れ
た
文
選
紗
と
し
て
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
書
陵
部
蔵
文
選
の
「
椅
十
」
に
対
す
る
文
速
読
は
、
毛

詩
及
び
毛
芸
伝
の
原
典
を
参
照
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
李
善
注
が
引
用
し
た
毛
詩
衛
風
の
引
用
箇
所
は
、

ミ

レ

は

の

　

を

　

　

　

＊

タ

リ

　

　

　

は

ナ

ル

　

　

　

　

ー

0

に

　

　

　

サ

カ

リ

に

（

シ

）

て

　

　

か

（

マ

マ

）

○
階
二
彼
洪
1
襖
へ
緑
】
竹
衝
く
（
興
也
椅
く
美
貌
也
武
公
、
質
。
美
（
去
淘
）
、
徳
盛
　
　
有
二
康
叔
之
之
余
－
烈
】
也
》
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
巻
第
三
・

毛
詩
・
衛
風
）
へ
＊
狩
ハ
綺
ヲ
見
消
テ
右
傍
書
入
）

と
あ
り
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
で
は
、
普
陵
部
蔵
文
選
巻
撃
一
の
ヲ
コ
ト
点
の
訓
読
に
照
応
す
る
訓
読
を
行
っ
て
い
る
。
或
い
は
、
書
陵
部
蔵

文
選
の
「
狩
く
」
の
訓
読
に
お
け
る
ヲ
コ
ト
点
に
依
る
訓
読
の
背
景
に
は
、
李
善
注
を
通
し
て
毛
詩
原
典
の
訓
読
が
反
映
し
た
も
の
か
も
知
れ
な

い
。
又
、

の
　
ト
（
を
を
フ
）
　
ケ
キ
　
去
戟
反
　
の
　
ト
（
モ
カ
ラ
）
　
オ
ヒ
て
　
を

○
若
夫
、
王
孫
之
属
、
部
。
（
入
盤
）
公
之
倫
、
従
　
禽
0
（
平
）
干
外
　
（
4
7
3
）

ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逐
也

と
あ
る
「
従
」
の
注
は
、
文
選
集
注
で
は
、

○
李
善
日
周
易
即
鹿
無
虞
以
従
禽
也

が
対
応
す
る
の
み
で
あ
る
。
書
陸
路
蔵
文
選
の
左
傍
に
書
入
れ
ら
れ
た
注
の
出
典
も
、
文
選
集
注
を
検
索
す
る
限
り
に
お
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

右
の
李
善
注
引
用
の
周
易
は
、
屯
・
六
三
象
伝
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
王
弼
注
は
な
い
が
孔
穎
達
の
周
易
正
義
に
は
、

○
正
義
日
即
廉
売
虞
以
従
禽
者
言
即
鹿
富
有
虞
官
即
有
鹿
也
若
元
虞
官
以
矧
遜
干
禽
亦
不
可
得
也
（
重
菜
宋
本
周
易
注
疏
）

と
あ
る
。
令
に
お
い
て
周
易
に
用
い
る
べ
き
注
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
今
一
つ
の
注
で
あ
る
鄭
玄
注
は
供
し
て
伝
わ
ら
な
い
な
ど
の
不
足
が
存

の
す
る
で
、
周
易
正
義
に
特
定
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
右
指
の
書
陵
部
蔵
文
選
の
「
従
」
字
の
訓
と
左
傍
書
入
注
と
は
、
李
善
注
を
通
し
て
周
易

の
原
典
に
至
っ
て
行
わ
れ
た
注
釈
活
動
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
如
く
、
李
善
注
の
訓
読
へ
の
利
用
は
、
訓
読
と
李
善
注
と
の
関
係
が
、
直
接
的
で
単
純
に
対
応
す
る
場
合
が
あ
る
一
方
、
李
善
注
の
形



態
が
、
正
文
の
語
句
の
用
例
を
含
ん
だ
他
の
詩
文
の
二
部
を
引
用
す
る
と
い
う
形
式
の
場
合
、
李
善
注
に
示
さ
れ
た
引
用
句
の
原
典
に
ま
で
遡
っ

て
文
選
正
文
の
注
釈
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

右
に
掲
げ
て
論
じ
た
注
の
他
に
、

○
即
は
之
、
乳
（
。
ト
グ
）
に
竪
　
（
翌

と
あ
る
「
即
」
・
「
皆
」
に
対
し
て

〇
秒
日
即
就
言
遠
望
水
流
若
天
之
廻
転
即
而
就
之
如
雲
之
曽
間
也

と
し
た
文
選
紗
が
存
す
る
。
「
即
」
字
に
つ
い
て
は
五
臣
注

○
呂
向
日
遠
望
眩
転
若
天
地
之
廻
就
見
水
気
如
雲
霧
也

が
存
す
る
の
で
一
先
措
く
と
し
て
、
「
曽
」
の
訓
は
文
選
砂
よ
り
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

又
、

ス

ミ

カ

に

り

て

コ

、

に

　

ヌ

　

　

を

○
栖
　
翔
　
章
、
兼
鄭
－
林
。
（
響
　
（
＊
付
合
点
）

＊
ス

と
あ
る
正
文
「
章
」
の
訓
に
対
し
て
は
、

○
劉
良
日
章
猶
是
也

と
し
た
五
臣
注
が
対
応
す
る
。
当
該
の
一
節
に
対
し
て
劉
達
注
・
李
善
注
・
文
選
音
決
・
五
臣
李
周
翰
注
が
存
す
る
が
、
「
章
」
に
対
す
る
注
は

な
く
、
正
文
の
訓
読
は
五
臣
劉
良
注
に
依
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

逐
鮨
反
　
　
上
で
リ
　
ケ
た
り

○
重
－
門
、
洞
l
開
。
（
4
4
3
）

の
例
も
同
様
に
、
「
洞
」
の
訓
は
、

○
張
銑
日
逸
聞
洞
通
也

と
あ
る
五
臣
注
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
選
集
注
に
は
、
劉
達
注
・
李
善
注
・
文
選
紗
・
文
選
音
決
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

当
該
字
の
注
は
見
当
ら
な
い
。

以
上
の
文
選
妙
・
五
臣
注
の
他
、

ト

り

シ

バ

リ

　

タ

、

ム

キ

　

　

ウ

ツ

　

タ

ナ

コ

，

ロ

を

○
拒
　
。
擁
（
喜
、
紙
掌
　
。
（
聖

の
如
き
例
に
お
け
る
抵
字
の
注
は
、
文
選
集
注
の
従
え
ば
、

○
劉
連
日
戦
国
策
日
蘇
秦
説
遭
王
華
屋
之
下
抵
掌
而
言

○
音
決
紙
之
氏
反

○
陸
善
経
日
紙
撃
也
即
令
之
撫
掌
也

と
あ
る
。
劉
達
注
を
案
じ
て
も
当
該
字
の
訓
は
案
出
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
或
は
、
陸
善
経
注
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

亡
自
反
＊
ウ
チ
て
　
丑
倶
反
ワ
ロ
　
マ
ウ
を
亡
耕
　
於
遥
反
　
　
　
こ

〇
品
葺
フ
ハ
ロ
謳
㌦
平
壌
）
壷
。
（
平
）
於
妻
。
（
平
警
告
　
（
聖
〈
＊
付
合
点
〉

の
「
晶
」
字
の
注
は
、
文
選
集
注
に
は
、

（
マ
マ
）

○
李
善
日
博
物
悪
日
江
漢
有
犯
人
能
化
馬
虎
畠
当
馬
柏
廣
邪
日
柏
拝
島
胡
了
反
柏
美
白
反

〇
秒
日
畠
嘗
作
柏
説
文
日
柏
撫
也
漢
書
音
義
日
晶
者
徒
持
之
類
也

○
音
決
畠
李
亡
自
反
或
胡
了
反
非

○
李
周
翰
日
柏
打
也

○
陸
善
縫
目
畠
顆
也
明
也
言
明
顆
其
在
婁
草
之
中
也

の
如
き
諸
注
が
存
す
る
。
五
臣
本
は
正
本
「
畠
」
字
を
「
柏
」
に
作
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
右
傍
訓
は
、
李
善
注
・
文
選
紗
・
五
臣
注
の
い
ず
れ

に
依
っ
て
も
成
立
す
る
。
左
傍
訓
は
、
陸
善
経
注
に
従
っ
た
も
の
で
並
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
論
じ
た
如
く
、
文
選
集
注
に
認
め
ら
れ
る
劉
達
注
な
ど
の
先
行
の
注
と
李
善
注
・
文
選
紗
・
五
臣
注
・
陸
善
経
注
と
さ
ら
に
音
注
主
体

の
文
選
音
決
と
い
ず
れ
も
が
文
選
訓
読
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



二
、
文
選
訓
読
に
お
け
る
文
選
集
注
の
利
用

文
選
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
関
し
て
、
文
選
集
注
の
果
し
た
役
割
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
本
小
論
の
初
め
に
、
文
選
集
注

が
文
選
訓
読
に
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
師
説
や
書
入
注
と
い
う
外
在
要
因
を
指
摘
し
て
推
定
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ
に
は
、
実
際
行
わ
れ

て
い
る
訓
読
の
実
態
か
ら
右
の
推
定
の
追
認
を
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

文
選
集
注
は
、
本
稿
に
主
と
し
て
採
り
上
げ
た
三
都
賦
序
で
は
、
先
行
の
注
で
あ
る
養
母
遼
注
、
以
下
、
李
善
注
、
文
選
妙
、
文
選
音
決
、
五

臣
注
、
陸
善
径
注
の
順
で
登
載
さ
れ
て
い
る
。
筍
都
底
で
は
、
先
行
の
注
で
あ
る
劉
淵
林
注
、
李
善
注
、
文
選
紗
、
文
選
音
決
、
五
臣
注
、
陸
善

経
注
の
順
で
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
諸
注
の
登
載
順
が
、
書
陵
部
蔵
文
選
に
お
け
る
訓
点
記
入
の
順
と
符
合
す
る
。
例
え
ば
、
前
節
最
末
に
掲

げ
た
「
畠
」
字
の
訓
点
は
、
李
善
注
・
文
選
砂
・
五
臣
注
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
訓
を
先
に
、
陸
善
経
注
に
従
っ
た
と
思
わ
れ
る
訓
を
次
に
記
入

し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
同
様
の
例
は

○
針
、
邑
壷
、
酎
昌
0
聖
篭
反
＊
＊
に
　
輿
江
0
（
平
）
、
鮮
リ
中
（
4
1
4
〓
上
欄
、
隠
盛
也
／
誓
也
）
（
＊
抹
消
、
付
庵
点
。
＊
＊
抹
消
。
＊
＊
＊

ト
サ
カ
リ
l
一
シ
テ
＊
＊
＊
ト
ム
て

「
ト
ム
」
抹
消
。
）

と
さ
れ
た
「
隠
賑
」
の
訓
読
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
諸
注
は
、

○
劉
連
日
隠
盛
也
脹
富
也

○
李
善
日
西
京
脱
臼
郷
邑
殻
賑

○
音
次
版
之
忍
反

○
呂
延
滞
日
隠
賑
富
盛
貝

の
各
条
が
存
す
る
。
右
傍
の
抹
消
さ
れ
た
訓
と
上
欄
書
人
は
劉
達
注
に
依
る
も
の
、
左
傍
の
「
ト
サ
カ
リ
ニ
ト
ム
」
の
文
選
読
は
、
五
臣
注
出
自

の
訓
読
で
あ
ろ
う
。
今
一
つ
の
訓
読
は
、
字
音
に
読
む
も
の
で
、
こ
れ
の
記
入
順
と
依
拠
注
が
問
題
と
な
る
。
或
は
、
笛
二
次
の
李
善
注
依
拠
の

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

訓
読
で
あ
ろ
う
か
。
文
選
音
決
出
自
の
古
人
反
切
注
は
右
傍
に
、
形
と
し
て
は
到
達
注
出
自
の
訓
に
添
え
る
形
で
書
入
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
記

入
順
に
、
劉
達
注
・
李
善
注
・
文
選
音
決
・
五
臣
注
の
順
、
つ
ま
り
、
文
選
集
注
の
諸
注
掲
載
膿
に
加
点
さ
れ
た
と
考
え
て
矛
盾
は
な
い
。

右
の
こ
の
例
は
、
更
に
、
庵
点
を
付
し
た
り
、
墨
書
に
て
傍
訓
を
抹
消
し
、
最
終
的
に
は
「
隠
賑
ト
サ
カ
リ
ニ
シ
テ
」
の
文
速
読
が
残
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
若
し
先
の
切
り
捨
て
ら
れ
た
字
音
読
が
第
一
次
的
李
善
注
出
自
の
訓
読
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
取
捨
の
結
果
は
、
第
二
次
的
李

善
注
依
拠
の
訓
読
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
李
善
注
の
引
用
し
た
西
京
成
で
は
、

」

隠

　

」

惨

と

サ

カ

な

り

○
郊
旬
之
内
、
郷
邑
、
。
駅
醇
。
讃
損
也
。
（
九
条
本
文
選
巻
笛
二
）

と
訓
読
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
訓
読
が
、
当
該
箇
所
の
訓
読
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
李
善
注
の
利
用
は
、

前
節
に
論
じ
た
方
法
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
の
最
初
に
述
べ
た
書
入
注
・
師
説
と
い
う
外
在
的
事
項
と
、
右
に
論
じ
た
訓
点
記
入
上
の
問
題
を
兼
合
せ
て
考
慮
す
る
と
、
文
選

訓
読
に
お
い
て
果
し
た
文
選
集
注
の
役
割
は
、
比
較
的
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
選
訓
読
に
お
け
る
依
拠
注
釈

書
は
、
例
え
ば
、
李
善
注
と
か
文
選
紗
と
か
五
臣
注
と
か
の
単
独
の
注
釈
書
を
用
い
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
、
そ
れ
ら
を
篇
纂
し
集
成
し
た
文
選

集
注
に
よ
り
注
釈
を
施
す
こ
と
が
専
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
る
可
能
性
の
方
が
大
き
い
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。

し
か
し
、
書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
を
例
に
採
る
と
、
文
選
正
文
の
注
釈
活
動
が
、
文
選
集
注
の
み
に
依
り
行
わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
例
も

多
い
。
例
え
ば
、

ク
エ
を
カ
ネ
た
り
　
　
　
を

○
含
黙
、
懐
　
　
　
谷
。
（
3
6
0
）

－
　
　
イ
タ
ケ
リ
包
也
　
－

の
如
き
例
の
「
懐
」
に
対
す
る
注
は
、
文
選
集
注
で
は
、

○
李
善
日
孔
安
国
尚
書
注
目
懐
竜
也

の
李
善
注
が
存
す
る
の
み
で
、
左
傍
訓
「
イ
ダ
ク
」
に
対
応
す
べ
き
注
は
見
当
ら
な
い
。
又
、

ク
ク
シ
　
　
　
　
　
コ
ク
を
　
す
　
　
キ
ロ
を

○
下
　
　
高
－
鶴
、
出
港
－
軋
　
（
4
8
9
）

オ
ト
シ
落
也



に
お
け
る
「
下
」
字
の
場
合
も
、
左
傍
訓
・
音
大
注
に
、

○
李
善
日
余
雅
日
下
落
也

と
す
る
李
善
注
が
対
応
の
み
で
、
右
傍
訓
の
出
自
は
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
典
拠
未
詳
の
訓
が
即
字
的
訓
で
あ
る
。

マ
シ
フ
ル
に
シ
紆
粉
反
　
サ
ウ
を
＊
カ
ツ
ル
に
　
て
す
　
」
頻
」
煩

○
雑
　
以
0
薙
（
上
）
－
藻
、
擦
　
　
以
　
菰
－
糞
　
（
誓
（
＊
付
合
点
）

マ
ル
フ
シ

の
如
き
例
の
「
擦
」
字
左
傍
訓
に
対
し
て
は
、

○
李
善
日
鄭
玄
儀
礼
注
目
株
雑
也

と
し
た
注
が
存
す
る
が
、
合
点
の
付
さ
れ
た
右
傍
訓
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
き
注
が
認
め
ら
れ
な
い
。

ラ
シ
メ
た
り
　
の
　
ヲ
カ
に

○
被
　
　
其
皐
。
（
堅

ク
マ

ホ

ト

ハ

シ

リ

　

ナ

ミ

に

　

　

　

レ

て

　

七

に

○
躍
　
　
清
、
戯
　
瀬
．
　
（
4
3
4
）

－
フ
ト
リ

右
二
例
の
「
阜
」
・
「
躍
」
に
対
す
る
注
は
、
文
選
集
注
を
検
索
す
る
限
り
、
諸
注
に
見
当
ら
な
い
。

以
上
の
如
く
必
ず
し
も
、
正
文
各
字
の
訓
が
文
選
集
注
に
登
載
さ
れ
た
諸
注
の
注
釈
内
容
に
叶
わ
な
い
場
合
が
存
す
る
ば
か
り
か
、

口
浪
反
ム
カ
ヘ
リ
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
こ

○
批
　
　
　
壊
眉
之
重
0
（
平
）
－
阻
　
（
堅

向
也

の
例
に
お
い
て
は
、
「
挽
」
字
訓
は
、

〇
秒
日
批
封
也

と
あ
る
文
選
紗
出
自
の
訓
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
書
入
注
「
向
也
」
は
、
現
存
の
文
選
集
注
で
は
得
ら
れ
な
い
。
他
の
書
人
柱
が
、
大
旨
、
劉
蓮

注
・
李
善
注
・
文
選
紗
・
文
選
音
放
・
五
臣
注
・
陸
善
経
注
に
出
づ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
或
い
は
、
上
述
の
諸
注
の
異
文
と
考
え
る
可
能
性
も

存
す
る
が
、
文
選
集
注
以
外
の
典
拠
を
想
定
す
る
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

文
選
訓
読
に
お
い
て
文
選
集
注
の
果
し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
、
文
選
集
注
以
外
に
依
拠
し
た
行
わ
れ
た

注
釈
活
動
も
存
し
た
と
孝
冬
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
解
明
は
後
を
期
す
る
こ
と
と
す
る
。

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
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三
、
文
選
読
の
成
立

文
選
読
は
、
一
般
に
は
漢
籍
の
訓
読
に
お
い
て
、
よ
り
頻
に
伝
え
ら
れ
る
訓
読
法
で
、
仏
書
に
つ
い
て
も
四
六
餅
麗
体
の
文
章
等
を
中
心
に
は

し
ば
し
ば
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
訓
読
法
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
の
全
体
か
ら
言
え
ば
、
さ
ほ
ど
特
殊
な
訓
読
法
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ

る
。

ト
ト
ホ
リ
ヒ
ラ
ケ
て

○
洞
－
達
　
　
　
　
　
（
九
条
本
文
選
巻
第
二
・
西
都
成
）

ノ
ワ
ク
ツ
ミ

○
海
－
若
　
　
　
　
（
同
右
）

－
神
也
　
シ
ャ
江

の
如
き
訓
読
法
で
あ
り
、
前
者
の
よ
う
に
「
ト
」
を
介
し
て
字
音
と
和
訓
の
用
言
を
結
ん
だ
形
式
の
も
の
と
、
後
者
の
よ
う
に
「
ノ
」
を
介
し
て

字
音
と
和
訓
の
体
言
を
結
ん
だ
形
式
の
も
の
と
が
存
す
る
。

文
選
読
の
名
称
は
、
後
世
、
文
選
に
お
い
て
右
の
如
き
形
式
の
訓
読
法
が
比
較
的
多
く
遺
存
し
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
或
い
は
、
文
選
の
訓
読
を

特
徴
づ
け
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
事
が
あ
っ
た
故
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
古
く
は
、
か
た
ち
よ
み
と
も
称
さ
れ
た
も
の
で
、

右
の
如
き
訓
読
法
の
発
生
と
、
必
ず
し
も
文
選
と
い
う
一
資
料
と
が
直
接
に
関
係
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
し
、
又
、
仏
書
の
平
安
初
期
訓
点
資

料
に
既
に
文
選
読
を
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
漢
籍
に
は
平
安
初
期
に
加
点
さ
れ
た
資
料
が
存
在
し
な
い
事
な
ど
、
文
選
読
の
発
生
と
特
定
の
資

料
と
を
直
接
に
関
係
づ
け
る
こ
と
は
寓
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
稿
で
は
、
文
選
に
お
け
る
文
選
読
を
手
掛
り
と
し
て
、
文
選
読
と
言
わ
れ
る
形
式
の
訓
読
法
が
、
正
文
に
対
す
る
い
か
な
る
解
釈
を
背
景
に

発
生
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
そ
の
機
構
を
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
に
は
、
例
え
ば
次
の
如
き
文
選
読
が
存
在
す
る
。

ヒ
ウ
彼
尤
反
　
　
と
テ
リ
て
　
キ
ニ
　
　
　
　
シ
ヤ
ク
之
葉
反
＊
リ
ヤ
ク
評
襲
反
と
テ
レ
リ

○
符
－
彩
、
彪
0
（
平
）
－
0
柄
（
上
）
　
輝
0
（
平
「
雇
、
灼
－
　
　
礫

こ
の
二
例
の
文
選
読
部
分
に
対
応
す
る
注
は
、
集
注
に
よ
る
と

。
（
聖
（
＊
付
庵
点
）



○
劉
連
日
灼
燥
艶
色
也

○
李
善
日
羽
猟
賦
日
随
珠
和
氏
悼
灼
其
陵

○
音
決
彪
彼
尤
反
錬
辞
灼
反

○
劉
良
日
彪
柄
灼
錬
光
彩
貝
也

の
如
き
注
が
存
す
る
。
又
、
次
の
如
き
例
も
存
し
て
い
る
。

古
蛍
反

○
垢
0
（
平
）
ケ
イ

⊥
野
、
苧
晦
ク
ラ
ウ
シ
て
林
垂
観
牢
竃
ハ
反
モ
ク
サ
カ
リ
ナ
誹
（
聖
（
＊
付
合
点
）

」
有
　
　
　
又
＊
サ
カ
ナ
リ

右
の
二
例
の
文
選
読
部
分
に
対
す
る
注
と
し
て
は
、
集
注
に
次
の
如
き
注
文
が
存
し
て
い
る
。

○
李
善
日
余
雅
日
郊
外
謂
之
野
又
日
林
外
謂
之
摘
草
昧
聞
瞑
貝
也
穀
梁
停
日
林
属
於
山
日
麓
拗
霜
茂
盛
只
也
魯
藍
光
殿
威
臼
朱
桂
樹
霜
於
南
北

○
紗
日
昧
暗
也
説
文
拗
霧
散
青
黒
也
今
言
林
木
密
也

○
音
決
拗
於
礼
反
轟
音
叔

○
張
銃
口
言
野
外
之
草
昧
然
布
於
地
也

以
上
の
二
例
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
選
読
が
行
わ
れ
て
い
る
部
分
に
対
応
す
る
注
を
換
す
る
と
、
先
掲
例
に
お
い
て
は
、
「
彪
柄
」
・
「
灼
錬
」
に

対
す
る
五
臣
注
「
彪
柄
灼
燥
光
彩
貝
也
」
と
し
た
注
、
次
掲
例
で
は
、
「
草
昧
」
・
「
拗
霜
」
に
対
す
る
李
善
注
「
草
昧
閣
瞑
貝
也
」
・
「
拗
篠
茂
盛

貝
也
」
と
し
た
注
の
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
選
読
の
二
形
態
の
う
ち
、
「
ト
」
を
介
し
て
字
音
読
と
和
語
の
用
言
と
を
連
ね

る
形
の
も
の
は
、
正
文
に
対
す
る
注
釈
が
、
右
に
示
し
た
如
き
形
態
の
注
を
用
い
た
時
、
即
ち
「
－
－
貝
也
」
と
し
た
如
き
注
を
用
い
た
時
に
行

わ
れ
た
訓
読
法
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
例
え
ば
と
シ
て

○
百
薬
、
。
港
（
去
）
－
叢
　
　
　
　
（
4
0
1
）
（
＊
付
合
点
）

＊
ト
ア
ツ
マ
〓
ノ

と
あ
る
例
の
右
傍
訓
は
字
音
読
と
し
て
い
る
が
、
付
合
点
の
左
傍
訓
は
文
速
読
で
あ
る
。
九
条
本
に
も

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
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○
百
薬
、
。
璽
苧
聖
ッ
マ
て
　
（
巻
第
二
）

の
如
く
文
速
読
が
確
認
さ
れ
る
が
、
現
存
の
文
選
集
注
に
は
、

○
李
善
日
庶
雅
日
港
叢
也

○
音
決
棍
音
貫
成
鳥
港
間

と
あ
る
の
み
で
、
先
に
述
べ
た
如
く
の
文
通
読
に
対
応
す
る
「
－
貝
也
」
の
如
き
注
が
見
当
ら
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
含
む
が
、
書
陵
部
蔵

文
選
巻
夢
二
に
認
め
ら
れ
る
文
選
読
は
、
そ
の
大
略
が
先
に
述
べ
た
如
く
「
－
貝
也
」
の
如
き
注
に
依
っ
て
読
訓
さ
れ
た
と
い
う
図
式
に
充
て

恢
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

今
一
度
右
の
図
式
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
以
下
に
論
ず
る
事
と
す
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
、
文
選
出
典
の
文
選
読
が
、
比
較
的
多
く
登
載

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

○
臥
用
い
ヵ
㌢
酎
　
（
七
4
）

と
あ
る
如
く
で
、
こ
の
「
陵
池
」
は
、
文
選
中
に
六
例
が
存
す
る
。

①
陵
池
　
、
琴
ハ
）
最
フ
ナ
れ
り
　
（
九
条
本
業
一
）

渾
樺
白
－
停
永
日
池

ヒ

　

チ

　

　

マ

シ

ハ

リ

陵
－
池
　
、
交
－
属
　
　
（
正
安
本
m
）

カ

タ

ク

ツ

レ

ニ

シ

テ

　

　

ツ

ケ

H

ソ

陵
晦
　
　
雪
月
郎
ナ
レ
リ
　
（
金
沢
文
庫
本
巻
第
二
誓
）

カ
タ
ク
ツ
レ
ニ
シ
テ

○
善
日
孔
安
国
尚
書
侍
日
濱
涯
也
又
日
澤
薄
日
陵
停
水
日
池

ト
カ
タ
ク
ツ
レ
ニ
シ
て
　
れ
り
　
　
　
　
こ

②
陵
－
池
　
　
　
　
　
連
　
乎
萄
漠
。
（
九
条
本
巻
第
一
）

－
－
勇
稲
也

ヒ
　
　
　
　
チ
ト
て
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ク
カ
ン
ニ

陵
0
（
平
）
－
池
0
（
平
）
連
　
　
乎
萄
－
漠
。
（
正
安
本
望

カ
タ
ク
ツ
レ
ニ
シ
テ
　
ツ
ラ
ナ
レ
リ
　
　
　
　
　
　
こ



レ

リ

　

　

ニ

陵
－
池
、
遵
　
乎
筍
－
漠
　
（
金
沢
文
庫
本
巻
第
一
・
1
5
ウ
）

カ
タ
ク
ツ
ソ
ニ
ノ

○
艮
日
陵
池
勇
須
貝す

　
　
　
に

③
。
街
（
去
）
－
溢
。
（
入
）
　
陵
池
。
　
（
九
条
本
巻
第
四
）

言
溢
而
出
也
　
　
　
　
江
湖
劫
小
水
也

ヰ

ツ

ス

　

　

こ

宿
－
溢
。
（
入
）
陵
－
池
　
（
金
沢
文
庫
本
巻
算
八
・
3
ウ
）

○
善
日
欧
池
江
労
小
水

○
銑
日
欧
池
江
湖
遽
小
水
也

④
陵
－
池
、
。
輿
去
）
－
蓼
去
）
ト
カ
タ
ク
ツ
レ
（
シ
）
て

芳
風
見
　
労
頗
相
違
貝
　
　
漸
平
良

（
九
条
本
巻
第
四
）

陵
0
（
平
）
1
池
。
辞
（
去
）
－
客と
カ
タ
ク
ツ
レ
（
シ
）
て

○
善
臼
辞
牙
漸
平
貝

（
金
沢
文
庫
本
巻
第
八
・
5
オ
）

○
向
日
陵
池
許
多
傍
頸
相
違
貝
（
中
略
）
郭
瑛
日
放
池
勇
頸
貌
也

ミ
チ
　
　
　
に
　
て
　
レ
　
す
る
こ
と

⑤
貿
陵
－
池
而
勿
禁
　
、
　
（
九
条
本
文
選
巻
第
四
）

養
魚
髄
也

、
、
、
チ
　
　
　
　
　
　
に
　
て
　
レ
　
ス
ル
こ
と

賓
陵
0
（
平
）
－
池
而
勿
禁
0
（
平
）
、
（
金
沢
文
庫
本
巻
第
八
・
1
4
ウ
）

○
翰
日
陵
池
養
軽
也
（
中
略
）
司
馬
彪
日
養
怒
涛
陵
池
而
不
禁
民
取
也

ク
ワ
イ
」
惟
」
非
　
チ
ス

⑥
崩
0
（
平
）
㌧
壊
（
き
　
陵
－
池
0
（
平
）
。
　
（
九
条
本
文
選
巻
算
十
七
）

ヒ

文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て

一
三
一
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ク

ツ

レ

ル

　

　

ノ

崩
1
壊
陵
－
池
　
（
金
沢
文
庫
本
巻
罪
三
十
四
・
盟
り
）

○
翰
日
放
池
皆
薦
之
崩
壊

以
上
の
六
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
文
選
読
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
②
と
④
と
の
二
例
で
、
①
が
問
題
と
な
る
。
①
の
例
は
、
九
条
本

で
は
文
選
読
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で
あ
り
、
正
安
本
・
金
沢
文
庫
本
共
に
「
ト
」
の
表
記
は
な
い
。
或
い
は
本
来
、
文
選
読
に
は
さ
れ
な
か
っ
た

部
分
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
③
・
④
の
二
箇
所
は
、
九
条
本
・
金
沢
文
庫
本
両
本
共
文
選
読
さ
れ
て
い
る
。
右
に
掲
げ
た
全
例
に
対
応
し
て

文
選
集
注
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
李
善
注
・
五
臣
注
に
関
し
て
の
み
当
該
部
分
の
注
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
李
善
注
・
五
臣
注
が
中

心
で
他
の
諸
注
を
検
索
で
き
ぬ
と
い
う
不
足
は
存
す
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
②
の
文
選
読
は
、
五
臣
注
「
陵
池
勇
須
貝
」
に
対
応
し
て
、

④
の
文
選
読
は
、
五
臣
注
「
陵
池
界
雷
皆
頸
相
違
貝
」
に
対
応
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
但
、
②
の
九
条
本
文
選
に
お
け

る
左
傍
書
入
注
「
－
－
労
頭
也
」
が
問
題
と
な
る
。
五
臣
注
出
自
の
書
入
注
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
の
形
が
「
　
－
　
也
」
と
あ
る
。
こ
の
書
入

注
が
、
は
た
し
て
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
五
臣
注
を
本
来
の
形
と
し
て
厳
密
に
伝
え
て
い
る
か
否
か
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

・
右
の
如
く
、
「
陵
池
」
六
例
の
う
ち
、
「
　
－
　
貝
」
の
注
を
有
す
る
②
・
④
の
二
例
は
文
選
読
と
さ
れ
、
他
の
四
例
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文

選
読
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
と
な
っ
た
①
の
如
き
は
、
或
は
、
本
来
厳
密
な
注
釈
活
動
と
結
び
つ
い
て
成
立
し
て
い
た
文
通

読
が
、
そ
の
注
釈
活
動
そ
の
も
の
と
は
別
に
、
正
文
の
文
字
列
に
文
通
読
が
固
定
的
に
結
合
し
て
、
本
来
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所
に
も
文

選
読
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
一
つ
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
二
つ
の
視
点
よ
り
文
選
読
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
来
た
が
、
「
卜
」
を
介
し
て
字
音
読
と
和
語
の
用
言
と
を
連
ね
る
形
式
の

文
選
読
は
、
正
文
に
対
す
る
「
　
－
　
只
」
と
し
た
如
き
注
に
基
づ
き
成
立
し
た
訓
読
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お

　

わ

　

り

　

に

遡
上
、
書
陵
潮
蔵
文
選
巻
第
二
院
戯
期
点
を
中
心
に
、
文
選
の
訓
読
に
お
け
る
諸
注
の
利
用
形
腰
に
つ
い
て
論
じ
、
又
、
文
選
訓
読
に
お
い
て



丈
濫
集
注
が
重
用
さ
れ
た
ら
し
い
事
を
推
定
し
た
が
、
文
選
訓
琵
に
お
い
て
文
数
集
注
に
典
拠
を
求
め
ら
れ
な
い
訓
詠
が
存
し
て
お
り
、
こ
れ
に

対
す
る
解
明
は
今
後
の
問
題
と
し
て
残
っ
た
。

文
速
読
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
に
当
り
背
景
に
特
定
の
注
の
形
態
が
存
す
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
謂
所
、
用
言
の
文
選
読
に
関
し
て
で
あ

り
、
体
言
の
文
選
読
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
又
、
文
選
読
そ
の
も
の
の
歴
史
的
な
変
容
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も

論
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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